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言葉の採集にみる『幼児の世界』(1)
The World of Children and Their Expressions
佐 藤 五十五
はじめに ;
保育者養成の立場で様々な幼児教育の現状
と問題点に出会いながら､何はともあれ､学
生には幼児の世界のすぼらしさ楽しさを､幼
児期の生活の有り様を通して知ってもらいた
いと思う｡そしてその上で､自らが立ち得る
教師像 (保育者像)を描いて欲しいものであ
る｡往々にして自らの経験 (幼稚園､保育園
時代のことを学生は良く覚えている)から保
育者像を概念的､固定的に捕らえてしまって､
自らが保育者として (幼稚園の先生として)
振る舞う姿を追い求めるかの印象を受けるこ
とがある｡それはあたかも ｢幼稚園ごっこ｣
という模擬遊びの延長線にあって役割として
の保育者を演ずることに魅力と期待があるこ
とと変わらないことになる｡形や役割ではな
くて､様々な場面で､様々な発想と展開を見
せ､日毎に成長していく幼児の世界との出会
いに興味と魅力を抱いてほしいものである｡
乳幼児期からの成長と発達といった､ごく基
礎的 ･原理的な事柄から始まって､多くの事
例的な事柄を通して一般的に幼児の世界を学
ぶことが多い｡しかしながら､事例はどこま
でも事例に過ぎず､子供らしい楽しい世界と
して､更に関わりを深めていくという相乗的
効果の持てるものでもない｡よその事例より
は自らの経験である｡何気ない幼児の一言や
行動に､思いも寄らない幼児の世界をかいま
見ることがある｡心が動かされなければ経験
とは言えないが､こうした経験の積み重ねが
最終的には保育者としての力量につながって
いくことであろう｡教育実習の場面で初めて
幼児と接する学生にとって､創造的で活力に
満ち､毎日毎日が驚きと発見の連続で成り立
っているような幼児の内面世界をどのように
して知ることができるであろうか｡それを知
る事は幼児教育の入門として何よりも大切な
第一歩である筈である｡『言葉の採集』はそん
な問題解決を含んでの課題であった｡子供の
生の声を集めてみよう､それによってうかが
い知ることのできる幼児の世界がありはしな
いかという帰納的な方法である｡もっともこ
の方法は根底に､文学的な領域からのアプロ
-チという要素がある｡つまり､学生の多く
が子供の世界の魅力を児童文学作品によって
内々に把握していく方法に近いとも言える｡
しかし､もとはといえばその児童文学作品そ
のものも､現実の子供のひらめきにも似た一
言､二言をきっかけとして生まれている事を
考えると､幼児の世界を兄いだす同一線上の
方法かもしれない｡要は､その 『言葉』を基
にどのような幼児の世界を兄いだしていくか
によって､ファンタジックな児童文学の世界
になったr)､かけがえのない幼児期の現実的
な生活場面として理解していかなくてほなら
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ないものになったりするわけである｡あるい
は無意味で現実的な営みにしか見えないが､
そこに幼児の現実的な生活の場面 (人として
の基礎的な成長のプロセスとして欠く事ので
きない世界)として浮かび上がったりするわ
けである｡しかし大人のおうむ返しの言葉で
あっても､現実対応の場面を通して実に生き
生きとした幼児の日常をかい間見ることがで
きる｡幼児理解の方法は多面的で､しかも客
観的な受け止めを必要としよう｡特に､幼児
教育という立場では､事例はどこまでも一事
例に過ぎず､なかなか普遍的なものを兄いだ
す事は難しい｡そのことは､現実対応の保育
者としての多くの経験が何よりも強みである
事を語っていよう｡それは､いみじくも 『言
葉の採集』という､子供の生の声を集めると
いう方法と軌を一にしてはいないかと思う｡
また､ある物との関わりを通して聞くことが
できる幼児? 『言葉』は､間違いなく一事例
としての意味を持っているし､その 『言葉』
の前後を考察すると､かなり多面的な幼児理
解になるのではないかと思われる｡また､何
よりもその一言に耳を傾けた学生にとって､
イメージとしての幼児から､現実の幼児の世
界を知っていく第一歩でもあろう｡
Ⅰ.言葉の採集方法
初めて幼稚園に実習に行 くという学生に､
『言葉の採集』というテーマで課題を出した｡
(ちなみに､これは'92年､'93年の1年次教育
実習における保育内容 ｢表現｣の授業課題で
あったo)それは｢幼児との様々な関わりの中
で､心情､意欲､態度に関すると思われる言
葉を､それぞれ10点集めてみよう｣というも
のであった｡心情､意欲､態度についての説
明は､かなり大まかなもので学生自身の判断
に任せた｡課題の意味付けとしては､次のよ
うな意図があった｡幼稚El教育で幼児に最も
育ってほしいといわれているのは心情､意欲､
態度である｡従って､それに関するアンテナ
を保育者は一人一人持たなくてはならない｡
子供の生の声をそのアンテナを通して採録し
てみよう｡そのアンテナの精度によって子供
の声が受信できたりできなかったりするなら
ば､精度の良いアンテナを自らのうちに内蔵
する必要がある｡よりよい保育者とは､より
多くの子供の声をキャッチできるところから
始まる｡こんな課題提示でも､学生はそれな
りに意図を汲んでほぼ期待したレポー トを提
出してくれたoそれは､保育者として既にな
かなか精度の良いアンテナを内蔵していると
安心できる内容でもあった｡(採集された言葉
は2年間､2回で延べ8000点を越えた｡)
ⅠⅠ.言葉の整理方法
心情､意欲､態度のそれぞれについて､採
集された言葉を検討していくと幼児の活動の
場面がちらほらと見えてくる｡また､物との
関わりにおける幼児らしい受け止め方の共通
した事柄 も兄いだすことができる｡そこで幾
つかの共通項を立てて､ほぼその範噂に入る
と思われる言葉を集めて整理していくことに
した｡この結果､例えば11月の教育実習とい
うことで､｢落ち葉拾い｣などの場面を通して
採集された言葉が多く､葉っぱ一枚に対して
の様々な感想とも言える幼児の言葉は､また
幾つかの共通項で分類することができ､その
分類方法によって実に多様な幼児の世界を兄
いだすことができた｡心情､意欲､態度のそ
れぞれについて､以下のような項目を設定し
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整理してみたO
心情については様々な活動の場面や具体的な
対象物とのかかわりを通して表現される言葉
の整理となった｡意欲､態度については共に
言葉の真意がどこにあるのか､その底意をく
み取ることで項目を立てて態度､意欲の様々
な有り様を整理してみた｡
『心情』
1.落ち葉 6,空､雨の日
2.砂場遊び 7.発見
3.先生 8.お弁当
4.作る (粘土)
5.生き物
『態度』
1.本音
2.親切
3.約束
4.依存 ･依頼
『意欲』
1.熱中
2.呼びかけ
3.程度
4.方法 ･工夫
ⅠⅠ.考察
1. 『心情』
9.いも掘り､焼きいも
10.神様
5.見本 ･自慢
6.自立 ･自発性
7.心情 ･満足
8.注意 ･命令
5.自慢
6.希望
7.依存
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(1) 落ち葉
11月の教育実習ということもあって､落ち
葉に関する言葉がことのほか多かった｡色の
変わった一枚の葉っぱを手にして､様々な言
葉が幼児の口から出てくる｡環境と幼児の関
わりの一場面である｡赤い葉っぱは､風呂あ
がりのほっペと一緒であるOそんなところか
ら｢葉っぱさんは､お風呂が大好きなんだね｣
の言葉が飛び出してくることになる｡それは
また ｢お風呂ごっこ｣へと遊びが始まる "き
っかけ†'にもなるものである｡幼児の遊びが
展開し､発展していくためには必ずそこには
"きっかけになる活動'があるものである｡
落ち葉との関わりで採集された多くの言葉も､
そうした意味で整理してみると楽しい遊びが
たくさん隠されている｡一人一人の子供が､
それぞれ自分のペースで遊びが展開できるこ
とは ｢心情｣を育てる上で大事にしなければ
ならないことである｡一枚の葉っぱを ｢きれ
いだね｣と感じ､ことのほか大事にしながら､
｢先生にあげる｣という心情は暖かく包んで
やらなければならない｡｢落ち葉｣に関する言
葉は次の様な項目にまとめて分類することが
できた｡
① 【判断基準】 ② 【色彩と発想】
③ 【生と死】 ④ 【形の発見】
⑤ 【落ち葉と遊び】
① 【判断基準】64例 (考察対象として例に挙げた言葉は多数が採録したものについては☆印
を､また数名の限られたものについては採録者の学生番号を付して採録データとしたo)
≪葉っぱ きれいだね 15例≫
1.きれいな葉っぱだね｡ ☆
2.この葉っぱ きれいだね｡ ☆
3.この葉っぱ きれいだよ｡ ☆
4.この葉っぱ､すごくきれい｡ ('93-47)
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5.この葉っぱ､すごくきれい｡この葉っぱだって きれいだよ｡ ('93-108)
6.きれいな葉っぱ いっぱい｡ ('92-50)
7.見て見て この葉っぱ きれいでしょうo ☆
8.見てみて きれいな葉っぱでしょう｡ ('92-68)
9.ほら きれいな葉っぱだよ｡ ('92-62)
10.きれいな葉っぱ見つけたよo ('92-1)
ll.この葉っぱ きれいだね｡あっちにも たくさんあるよ｡('92-66)
12.先生 こんなきれいな葉っぱ 拾ったよ｡ ('93-29)
13.先生 きれいな葉っぱ見つけたよ｡ほら｡ ('92-56､-78)
14.先生､この葉っぱ きれい｡ ☆
15.先生 見て､この葉っぱきれいでしょう｡ ('92-116､'93-23)
※ ｢きれい｣という言葉は4-5才の幼児で
も日常的に使う言葉と考えてよいかもしれな
いが､それは大旨､母親のやかましいお小言
の ｢汚した､汚い､きれいにしなさい｣の範
噂を越えるものではないと思われるのだが､
一枚の葉っぱを対象にして ｢この葉っぱきれ
いだねO｣という一言は､感情を込めての､ま
がう事のない感性の表現と見なくてはなるま
い｡もともと落ち葉を拾って遊ぶという活動
そのものは､環境との触れ合いの中でのこの
一言がいってみれば最大のねらいであっても
よいわけである｡例えそれが保育者の ｢きれ
いな葉っぱだね｡｣のおうむ返しの言葉であっ
ても､である｡また､｢きれいな葉っぱ捜しに
行こう｣という働きかけで､あっちでもこっ
ちでも頻繁にこうした言葉が飛びかう場面が
≪葉っぱ 先生にあげるね 6例≫
展開したとしても､この言葉の持つ意味と価
値が低下するということはあるまい｡往々に､
拾い集めた葉っぱを画用紙に貼って"見立て'
の作品作りをする活動を見かけるが､｢きれい
な葉っぱ｣はそれだけで十分で､大人の無理
な要求が見え隠れする｡見つけたきれいな葉
っぱは､おのずと比べっ二になったりする｡
こっちの葉っぱもきれいなのだが､｢すごくき
れい｣と選別の視点が生まれ､｢この葉っぱだ
ってきれい｣と友達に同意を求める観点も､
そこにはすでに幼児なりきに､きれいという
判断基準があるようである｡｢きれいな葉っぱ
見つけた｣と言う気持ちの現れは､先生や友
達への盛んな呼びかけである｡それは ｢見て
見て｣｢先生見て｣と言い互いに共感すること
で自らの感性を確認している姿でもある｡
1.きれいな葉っぱ 集めているの｡ ('93-87)
2.この葉っぱ､きれいでしょう｡私のだよ｡ ('93-77)
3.この葉っぱきれい｡欲しいなぁ｡ ('93-116)
4.この葉っぱ きれいでしょう｡先生にプレゼントだよ｡ ('92-104)
5.この葉っぱきれいだよ｡あげるね｡ ('92-13) /('92-94)
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6.先生､この葉っぱ 家の庭に落ちていたんだよ｡きれいでしょう､先生にあげるね｡
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※きれいな葉っぱを集めるのは､｢私のだよ｡｣
｢欲しいなぁO｣という占有欲に端を発してい
るのだが､中には ｢先生にプレゼントだよ｡｣
ときれいな葉っぱに対して一つの価値観を兄
い出した結果行動も出てくる｡先生へのプレ
ゼントは何となくそこに幼児ながらも思惑が
感じられないわけではないが ｢あげるね｡｣の
一言は｢私のだよ｡｣に対して心温まる心情を
感じることができる｡しかも家の庭に落ちて
≪いろんな色 きれいだね 19例≫
いた葉っぱをカバンにしまって､先生にあげ
ようという幼児の心情は､行動を伴った連続
性があり実習生とはいえ､先生として大きな
期待を抱いていることが知れる｡先生と仲良
しになりたいのである｡｢きれいな葉っぱ｣の
判断基準は厳然としていて､迷うところ無 く
選別しているようである｡その判断基準は､
次に述べる色から始まって多岐にわたる｡
1.この葉っぱ きれいな色してる｡ ('92-122)
2.赤ってきれいだね｡ ('92-65)
3.赤い葉っぱ きれいだね｡ ('93-1)
4.この葉っぱ 真っ赤で (赤 くて)(オレンジ色で)きれいだよ｡ ☆
5.この葉っぱ オレンジ色していてとても (赤 くて)きれいだよ｡ ☆
6.この実 真っ赤で (赤 くて)きれい｡ ('93-32)
7.見て見て この葉っぱ (真っ赤で)きれいでしょう｡ ('93-107､83)
8.この葉っぱ 黄色 くてきれいだね｡ ('93-82)
9.この葉っぱ 全部 黄色できれいだよ｡ ('93-130)
10.黄色い葉っぱ きれいだね｡ ('92-99)
ll.見てみて､この葉っぱ すごくきれいな黄色だよ｡ ('92-80)
12.見て､この葉っぱピンク色できれいだよ｡ ('93-2)
13.この葉っぱ いろんな色が 入っていてきれい｡ ('93-32) /('93-33)
14.落ち葉 こんなに拾っちゃた､黄色でしょう赤でしょう緑でしょう きれいだね｡
15.いろんな色の 葉っぱがあってきれいだね｡ ('92-104)
16.いちょうの葉っぱ きれいだね｡ ('93-98) /('93-70)
17.この葉っぱ きれいだけれどくさ-い｡おならしてるんだね｡(ぎんなんの木の下で)
18.いろんな色の葉っぱがいるね.とってもきれいだね｡誰が色塗ったんだろうo('93-70)
19.これなんて言う葉っぱ? きれいだね｡ ('93-85)
※さて､｢きれいな葉っぱだね｡｣の判断基準
はどこにあるのだろうか｡採集された言葉を
整理してみるといくつかの観点が浮かび上が
ってくる｡子供たちの目を奪うのは､まず何
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と言っても色である｡｢この葉っぱ きれいな
色してる｡｣と子供たちは葉っぱを選んで拾
う｡｢この葉っぱ 真っ赤できれいだよ｡｣｢こ
の葉っぱ 黄色くてきれいだね｣とまじまじ
と一枚の葉っぱを目にして､感じ入っている
幼児の姿が循柵とする｡大袈裟に言えば ｢赤
い葉っぱ きれいだね｡｣と｢赤ってきれいだ
ね｡｣の言葉の違いの中に一枚の葉っぱをもと
に獲得された色彩に対する感性を見ることが
できるOつまり､｢真っ赤できれいだよ｣とい
う受け止め方は､一人一人違うわけであるが
保育者の受け売りの一語でも行動と一体にな
った振舞によって､感性も身についていくと
考えなくてはなるまい｡もちろん一色だけで
きれいといっているわけではなく ｢いろんな
色が入っていてきれい｡｣と一枚の葉っぱに広
がる微妙な色の変化にも視線を止めて､オレ
ンジやピンクなどの色も指摘していることか
らも､こうしたことをきっかけとして少しず
つ色彩に対しての感性の獲得が広がっていく
≪つるつるしてきれい 10例≫
と見てよいであろう｡｢これなんて言う葉っ
ぱ? きれいだね｡｣は単純なひとつの視点か
らの受け止めの枠を越えた判断基準を求めて
いる｡その名称を知った時､選別した一枚の
葉っぱではなくて ｢いちょうの葉っぱは､き
れいだね｡｣と言う一般的に共通した感性を獲
得したことになる｡感性はさまざまな枝を出
しその枝に結びつくものによって､より豊か
なものに成長して行 く｡幼児の世界ではその
枝の出し方にひとつの特徴がある｡一つはア
ニミズム的な発想である｡｢色んな色の葉っぱ
がいるね｡とってもきれいだね｡誰が色塗っ
たんだろう｡｣の一言はそうした幼児らしい一
言で､｢葉っぱがいるね｡｣でもわかるように
｢いろんな色の葉っぱ｣は､みんな自分の友
達なのだろう｡｢誰が塗ったんだろう｣と言う
疑問は ｢先生知っているよ｣と言葉を返して
やったら､友達同志であれこれと､これまた
豊かなやり取りが展開するであろう｡
1.この葉っぱ 大きくて きれいだよ｡ ('93-50)
2.赤ちゃんの手みたいで かわいいね. ('92-95)
3.赤ちゃんの 葉っぱだよ｡ ('92-106､'93-54)
4.あの葉っぱ すごくかわいいね｡ ('92-2)
5.この葉っぱ つるつるしてきれい｡ ('93-3､-62､-51)
6.きれいでしょう｡-- ト形の葉っぱだよO ('93-115)
7.この葉っぱ -- トみたいな形していておもしろいね｡ ('92-76)
8.きれいな葉をちぎって振 りかけると､お好み焼だよo ('92-28)
9.先生 この葉っぱ鳥みたい｡ ('93-48)
10.落ち葉の じゅうたんだ｡きれいだねえ｡ ('93-17､104)
※｢きれい｣というひとつの価値判断は､｢汚
い ･きれい｣に根ざしていようが､例えば上
記の諸例のように､形の大小や見立てた形態
に対して及ぶようになると､それはもう全く
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別の判断基準に根ざしていて､それはまさし
く造形的な感性の芽生えといってよいであろ
う｡｢この葉っぱ 大きくて きれい｣の真意
は､大きいという形に対しての発見の喜びの
表現と捉えたい｡(ひょっとすると大きくて汚
れていないという現実であったのかもしれな
いのだが｡)また｢赤ちゃんの手みたいで か
わいいね｣と言う内容は明らかに ｢汚い ･き
れい｣の価値判断とは異なるもので ｢赤ちゃ
んの葉っぱだよ｡｣と小さな手で示す場面は､
温かな心情のこもったものである｡-- ト形
の発見は造形的な視点の誕生で､このことは
さまざまな見立活動が可能になった印でもあ
る｡きれいだねの価値判断は､こうして色､
《くるくる回ってきれいだよ ･5例≫
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形､テクスチャー､にまで広がったと考えら
れる.また手に取った一枚の葉っぱ-の視点
とは別に周辺全般に視野を広げて ｢落ち葉の
じゅうたんきれいだね｣という降り敷いた落
ち葉全体を眺める視点も獲得していくように
なる｡更に､きれいでそのままそっと大切に
しておきたいという線を越えて､ちぎって振
りかける事で新しいものを作り出して､そこ
に同じ価値観をスライドさせていくようにな
る｡そのことは創造性の芽生えとして捉えて
もよいであろう｡葉っぱそのものに対する価
値判断から､様々に広がっていく視点は､ま
た新たな感性を育んでいく事になる｡
1.葉っぱが いっぱい飛んでる､きれい-｡(風に舞う菓) ('92177)
2.先生見て 花束ができた｡きれいでしょう｡ ('92-64)
3.この葉っぱ 高いところから落とすと きれいなんだよ｡ ('93-63)
4.紅葉の葉っぱ 高いところから落とすと くるくる回ってきれいだよ｡ ('93-18)
5.この葉っぱ くるくるするときれいなんだよ｡ ('93-82)
※葉が風に舞うという瞬間的なできごとを捉
えて､しかも感に堪えないようにきれいだね
えと言う一言は､幼児の感性ながら､老成し
た人間のそれと変わらないのではないかと思
う｡見て感じるというまったく内面の世界を
幼児は､臆面もなく外に表し行動として再体
験しようとする｡興味を引いた事がらは繰り
返し繰り返し飽 くことなく続けられる｡こう
した無意味とも思える遊びであっても､その
根底には感性に関するきっかけが潜んでいる｡
きれいな葉っぱを次々と拾って一握りとなっ
た葉っぱの束は､何と花束に変身して見える
のである｡しかもそれは､｢きれいでしょう｣
と言う価値判断を伴って満足される｡また葉
っぱを高いところから落として遊ぶきっかけ
も､一枚の葉っぱをくるくるさせる遊びも｢き
れいなんだよ｣と言う感性の価値判断があっ
ての遊びである｡また､こうした動的なでき
ごとに対しての ｢きれいなんだよ｣は当然の
ことながら ｢おもしろいよ｣と言う言葉に段
々すり変わっていくO遊びの誕生とその伝達
に欠く事のできない言葉である｡
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≪あの山きれいだよ 6例≫
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1.先生見て あの木 きれいねえ○(紅葉) ('93-5)
2.この葉っぱねえ､あの木になっていたの○きれいでしょう○ ('92-68)
3.この木の実きれいでしょうo宝石みたい○ ('92-27)
4.この葉っぱ こんなにきれいなのに 落ちちやってかわいそうだねO ('92-93)
5.あの山 (すごく)きれいだね○ ('92-88)
※｢きれいだね｡｣と言う価値判断は､一枚の
葉っぱに対する色彩などの静的な視点から始
まって､形の発見などへ様々に広がり､動的
なシーンをも捉え ｢きれい｣と言う一つの感
性の幅は大きな広がりを持つ｡視点の広がり
と多様さは､視野の拡大をも意味する｡｢この
葉っぱねえ､あの木になっていたの｡きれい
でしょう｡｣の一言に､一枚の葉っぱから､見
上げるばかりの大きな木へと幼児の視線は行
ったr)来たり､そして｢先生見て､あの木 き
れいねえ｡｣と1000枚の葉っぱを捉える視野の
獲得に至る｡きれいな葉っぱは､皆あの木か
ら落ちて来たのである｡葉っぱと同位化しが
ちな幼児にとっては ｢落ちちゃってかわいそ
うだね｡｣と言う心情の表現が出てくる｡｢じ
ゅうたんのようにきれい｣に広がった落ち葉
のそばに立つ木を視野に捉えて､今まで考え
てきた ｢きれい｣と言う感性とは全 く異なっ
た感性が生まれてくる｡落ちてしまった葉っ
ぱも ｢かわいそう｣葉っぱがなくなっちゃた
② 【色彩と発想】58例
≪色きれいだねえ 7例≫
木も｢かわいそう｣｢さみしそう｣さらには｢寒
そう｣と葉っぱと同位化された幼児の心情の
表出を見ることができる｡それにしても､身
近な樹木への視野の広がりばかりか ｢あの山
きれいだよ｡本当にきれいだね｡｣と言う拡大
された視野は驚くばかりである｡一般に幼児
の世界と言えば身近な物や出来事ばかりを中
心にその世界を断定してきた嫌いがあるのだ
が､それはまた幼児を取り巻 く者が､そうし
た身近で現実的なことばかりに神経を奪われ
過ぎていることのあらわれでもあろうO遠方
-の視線と視野は､想像と期待と言うまた新
たな感性を育むであろう｡保育者は幼児の立
場にたって､幼児の視線で物を捕らえること
が大切であるが､余 りにも視線を落とし過ぎ
はしないか｡遠くを見ること､長い目で見る
ことはやや比職的な言辞ではあるが保育の結
実をどこに置くかを示していよう｡目先の結
果にこだわらずにゆったりとした心情豊かな
幼児期を充足させてやりたいものである｡
1.この葉っぱ 真っ赤だよ｡ ☆
2.こっちの葉っぱの方が 真っ赤だね-0 ('92-87)
3.見てみて こんなに赤い葉っぱもあるよ｡ ('93-21)
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4.紅葉が真っ赤で きれいだよ｡ ('92-75)
5.この実 真っ赤で きれい｡ ('93-32)
6.この葉っぱ オレンジ色で きれいだよ｡ ☆
7.赤だけじゃないよ､オレンジもあるよ｡ ☆
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※既に､きれいな葉っぱということで色につ
いての価値判断やその判断基準については触
れた｡ここでは､更に詳しく幼児にとっての
色彩という感性の世界を考察してみよう｡ク
レヨンや折り紙の色を通してすでに多くの色
に親しんでいる幼児にとっても､落ち葉の色
の鮮やかさは感動そのものである｡色の名前
は知っていても､その色に心を動かされるこ
とがなくては色彩という感性の世界は閉ざさ
れたままである｡落ち葉の赤は微妙である｡
｢こんなに赤い葉っぱもあるよ｡｣と言えば
｢こっちの葉っぱの方が真っ赤だね-｡｣同じ
≪落ち葉は なぜ赤い 5例≫
葉っぱの赤でもその度合いが微妙に違う｡元
来､違いを見分けたり､違いに気がついたり､
違う同じを判断することが感性の大事な要素
であった｡鋭い感性､感覚は違いが分かるこ
とである｡一見､他愛もない言い争いのよう
なや り取りも大切な感覚を磨いている場なの
である｡色に見入って感じることばかりが求
められるばかりではなく､先を争うように違
いを見つけたり､別の色に視点が行ったり互
いに競争することも､活動を刺激するという
意味で必要なことである｡
1.この葉っぱ 真っ赤だよ○私が お熱出した時の顔みたいね○ ('93-10)
2.この葉っぱ お風呂に入ったみたいo ('92-44)
3.落ち葉は (紅葉は) お風呂がすきなんだね○ ('92-22)
4.お目様が 木の葉っぱに 魔法をかけたんだo ('93-39)
潔 ｢赤い葉っぱ きれいだね｡｣｢赤ってきれ
いだね｡｣｢赤だけじゃないよ､オレンジもあ
るよ｡｣もちろんこれは､幼児の言葉である｡
"まだまだ少ない経験'の中で身についた感
性である｡保育者とともに､和やかで静かな
秋のひとときを過ごせる感覚で､このことは
大いに満足でき予想もしていたことである｡
"まだまだ少ない経験"は色々な物と手を結
ぶ｡真っ赤な風呂あがりのほっペと､真っ赤
な落ち葉が手を結んだのである｡こんなに真
っ赤になるのは､きっと落ち葉は何回も何回
もお風呂に入ったに違いないD｢落ち葉は(紅
葉は)お風呂がすきなんだね｡｣と言う､この
一言は端的に幼児の世界を示している｡"まだ
まだ少ない経験'から思いも寄らない物と手
を結ぶ場面を､保育者は楽しく笑って､保育
者冥利としてしまってはならない｡幼児の世
界が幼児の現実として展開して行 く大切なき
っかけなのである｡この幼児の世界 (架空現
実とでも呼ぼう)の中に保育者は､時にはす
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っぼ りと入らなくてはならないOそれはまき をかけることができる｡｢お目様やお月様にな
に､魔法のかかる世界なのである｡お目様が って色々な物に魔法をかけてみよう｣こんな
魔法をかけられるのなら､お月様だって魔法 一言でまた別の遊びが展開しそうである｡
≪赤いじゅうたん 6例≫
1,この葉っぱ 怒っているみたい○(紅葉を見て)('92-48)
2.この葉っぱ やけどしている みたいだよ○ ('92-122)
3.この葉っぱ 鬼みたいに見えるね○ ('92-45)
4.この葉っぱ にわとりの とさかになるよo ('92-132)
5.今日は すごいねえo赤いじゅうたん みたいだね○ ('92-110)
※赤と言う色から様々な発想が出てくる｡そ
れは "まだまだ少ない経験"ではなくて､新
しく今思いついたばかりの楽しい経験の連続
なのである｡想像と言う経験はこうして広が
って行 く｡一人一人の発想は友達に受け継が
れて定着し､また別の発想を呼び現実的な遊
びにもなる｡一枚の赤い葉っぱを手にして､
その色からこうして出た発想を､保育者はど
のように受け止めていったら良いのだろうか｡
勿論､現実的にはこうした場面は三々五々連
れ立ってぼつりぼつりとした一言で､一斉に
≪葉っぱ 誰が色塗ったんだろう 10例≫
色々な発想が百出するというわけではない｡
一つの発想を特殊な物として受け止めるので
はなくて､幼児なら他の子もそうした発想を
感受できるものとして対応することである｡
感覚はいずれ度合いの問題である｡｢もっと怒
っている紅葉を捜したよ｡｣とか ｢こっちの方
が怖い鬼みたいだよ｡｣｢これは､おじいさん
にわとりのとさかだよ｡｣といった､や バゝ リ
エーションを広げた助言が保育者には求めら
れるであろう｡
1.この葉っぱ 黄色くてきれいだね｡ ('93-82)
2.見てみて､この葉っぱ すごくきれいな黄色だよ｡ ('92-80)
3.この葉っぱ 全部 黄色できれいだよ｡ ('93-130)
4.黄色い葉っぱ きれいだね｡ ('92-99)
5.見て見て この葉っぱ 緑｡ ('93-77)
6.見て､この葉っぱピンク色できれいだよ｡ ('93-2)
7.この葉っぱは 緑色だよ｡ ('93-34) /('93-23)
8.木が 恥ずかしいって 赤くなっちゃた｡木の葉っぱは 木のほっペなんだね｡
9.この実 全部 真っ赤になったら 甘くておいしくなるかな｡楽しみだね｡ ('93-22)
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10.いろんな色の葉っぱがいるね｡とってもきれいだね｡誰が色塗ったんだろう｡ (前出)
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※赤色ばかりに話題が集中してきたが､落ち
葉は当然のことながら赤ばかりではない｡い
ちょうの目の覚めるような黄色もまた､幼児
の行動を活発にする｡落ち葉拾いに子供たち
を引き出すためには､やはりお目当ての落ち
葉がなくてはならない｡時期になれば､あち
こちに落ち葉はある｡しかし､少なくとも幼
児の行動を活発に出来る特定の落ち葉が欲し
い｡近 くの公Elのいちょうの木は10月の末に
はすっかり､黄色い葉を落とすことを知って
いれば､期待を持って子供たちを連れていく
ことが出来る｡それは､桜の落ち葉の赤やオ
レンジや紅葉の手を広げたような赤い落ち葉
についても同じことである｡行き当たりばっ
たりで､何かあるだろうと言うことで幼児の
活動を期待してはならない｡目的を絞って焦
点化することで予想できる幼児の活動があり､
そのきっかけを基に広がっていく遊びが初め
て､自発的な活動として期待できるのである｡
保育者にそんな心積もりがあれば ｢色んな色
の葉っぱがいるね｡とってもきれいだね｡誰
が色塗ったんだろう｡｣という一言は決して聞
き逃すことのできないものである｡｢誰が｣を
広げていくことで､森の動物が登場したり､
≪いろんな色の葉っぱ 10例≫
秋の虫が犯人になったりもする｡でも､子供
たち自身が葉の色を塗り変えていく主人公に
なれたら､どうであろうか｡ことのほか楽し
く意欲的で､塗ることと､描 くことと､作 り
出すこととの一連の創造活動の流れを感覚的
にわかっていくことになる｡その点では､保
育者がアクリル絵の具 (何にでも塗れる)を
知っていれば､その広がりは更に増すであろ
う｡アニミズム的に捕らえる幼児の現実とど
のように対応して行 くかが､保育者の基盤で
ある｡｢木の葉っぱは 木のほっペなんだね｡｣
晩秋の冷気で赤くなったほっペの幼児を前に､
架空現実の世界をやはりゆったりと広げて行
くことで､幼児期の心情の世界は育っていく
ものなのであるDともすると､そうしたこと
は絵画表現の世界に実現されたら､とてもい
い作品になるのだがという思いがあろう｡し
かし､直接結びつけること (す ぐに描かせる
こと)で反対にそうした発想が窮屈になるこ
とが多い｡見える結果を求めたがる大人のせ
っかちなエゴである｡クレヨンはクレヨンで
また､幼児にとって葉っぱと同じ対象である
方が､本来的なのである｡
1.いろんな色の 葉っぱがあるよ｡ ('92-60)
2.いろんな色の 葉っぱがあってきれいだね｡ ('92-104)
3.この葉っぱ いろんな色が ついているよ｡ ('93-25､-17)
4.この葉っぱ いろんな色が 入っていてきれい｡ ('93-32)
5.この紅葉 いろんな色あるよ｡ ('93-1)
6.色が たくさんあるよ｡(葉っぱ)('93-124､-109)
7.この葉っぱ 赤と黄色と緑だよ｡ ('93-72)
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8.この葉っぱ色が二つに分かれているよ｡けんかしているのかな｡ ('93-48)
9.色が 赤と黄色と 混ざっているよ｡ ('93-ll)
10.春と秋の色が混ざっているから｡ ('93115)
※落ち葉と言う身近な自然環境を手にするこ
とで､色彩についての感覚は驚くほどに多様
になり､色についての興味は様々に広がって
いく｡一枚の葉っぱに､いろんな色がない混
ざってあることは､知的な発見の部類である｡
物を観察して色々な点に気づ く事が出来るよ
うになることは環境と共に生活し､遊びの道
具にさえしていくことを考えると､知的な発
見は知らず知らずに､幼児一人一人が初めか
らしているのである｡しかし ｢いろんな色が
入っていてきれい｡｣や ｢色が二つに分かれて
いるよ｡けんかしているのかな｣と言う受け
止め方を見れば､自然の世界の一現象につい
ても幼児の受け止めは､アニミズム的で想像
《色同じだよ､色が違うよ 8例≫
的な感覚を抜きには考えられない｡知らず知
らずという現実の遊びの中身について､保育
者も知らず知らずでは困った事である｡場面
は知らずに訪れても､その中身の大切な場面
を直感的に分析出来なくてはならない｡保育
者が認めたりほめたり､その感性を深めるた
めの助言が出来なくてはならない｡それは決
して難しい方法ではなく､簡単に違いや度合
いを比べて､活動を継続させたり繰り返す事
につながれば良いのである｡たった一回こっ
きりの突然の場面という事ではなく例えば
｢一枚で色々な色の葉っぱさがし｣という遊
びが成り立てば良いのである｡
1.あっこの木の色と こっちの木の色同じだよ｡ ('93-98)
2.あの紅葉の葉っぱ 先の方が赤いよ｡ ('93-13)
3.赤い葉と黄色い菓 僕は赤いのがいい｡ ('92-90)
4.先生 葉っぱ拾ったよ.赤いのと黄色いのO ('93-114) /('93-33)
5.落ち葉 こんなに拾っちゃた､黄色でしょう赤でしょう縁でしょうきれいだね｡
6.この葉っぱ 泥がついていておもしろい｡ ('93-86)
7.同じ形なのに､この葉っぱ 色が違うよ｡ ('92154)
8.この葉っぱ ズボンの色と同じだ-0 ('93-117)
※色彩についての感覚は､クレヨンや画用紙
を使う前に､かなりその世界を広げてやるこ
とが出来る｡木の色というのは､木の肌とい
うより紅葉の色の事であろう｡その紅葉の葉
っぱは､良く見ると先端部分の方がいくぶん
か赤いのである｡また､形がまったく同じな
のに､色が違う事もある｡落ち葉拾いは､色
集めでもある｡中には､洋服の色と同じで､
葉っぱが付いていてもわからない事があった
りする｡｢この葉っぱ 泥がついていておもし
ろい｡｣という感覚は､きれいな色という視点
が､汚れている色に対してのみの視点ではな
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い事を表していよう｡泥がついて汚れてはい ある.そして何よりも､こうした一語一語に
るのだが､おもしろいという発見は何よりも 付き合ってくれる保育者がいて更に豊かな感
感性の広がりを示している｡感覚､感性とは 性の育ちが期待出来る｡
こうした場面を通して豊かになっていくので
≪葉っぱの お化粧 8例≫
1.あー､落ち葉が お化粧したみたいになってる-｡ ('92-51)
2.この葉っぱ 寒くなると お化粧するんだよ｡ ('92-119)
3.山が お化粧しているよ｡ ('92-44)
4.お山が 葉っぱで真っ赤になったり黄色になったりするんだよ｡(釈)('93-34)
5.お山が火事だ｡(山の紅葉を見て)('92-31)
6.お山が真っ赤だ｡ ('92-129)
7.この葉っぱ 燃えてるね ･･･ ('92-6)
8.線の葉っぱは 良く燃えないんじゃない｡ ('93-ll)
※ ｢お化粧｣という言葉は､幼児にとっては
不思議な意味合いを持つ言葉である｡勿論お
母さんがお化粧する姿と一体であったと思わ
れるのだが､元の形は変わらずに､表面の色
が変わっていく様子を ｢お化粧｣と捉えるの
である｡いくら化粧をしても､元は変わり様
がないことをすでに幼児は見抜いているので
ある｡と同時に ｢お化粧｣の不思議な魅力に
出会うことにもなる｡御祭りの時に鼻筋に引
いた一本の白粉は､自分であって自分でない
ような､あるいはそのことによって変身とい
う世界に一歩足を踏み入れた経験ともなる｡
｢お化粧｣｢変身｣と来れば､七変化の世界で
あるが､集めた葉っぱをガムテープで止めて
広げ頭からかぶれば､葉っぱ星人に変身であ
る｡赤い葉っぱ星人､まだらの葉っぱ星人,
黄色の葉っぱ星人､緑の葉っぱ星人｡別に戦
いを予想しているわけでもない｡｢葉っぱがお
化粧してるみたい｣の一語から､こんな遊び
を予想して葉っぱ集めが続いたらと思う｡｢葉
っぽきん､お化粧上手だね｣｢よっちゃんも､
お化粧してみようか｣｢葉っぱさんつなげる
と､被れるよ｣後は､幼児の世界である｡戦
いもあり､比べっこもあり､お店屋さんも登
場するであろう｡｢お化粧｣の一言から､や ､
飛躍した考察になった｡寒くなると紅葉する
という自然の事象を理解していきながら､生
きている葉っぱの意志､行為として ｢お化粧
するんだよ｣と捉えていく幼児の世界がある｡
また､手元から視点を転じて一面の紅葉の山
を鑑賞できる視野の広さを幼児がすでに持っ
ていることは､特筆すべきであろう｡とかく
保育者は幼児と同じ目の高さでといわれるが､
そのことが保育者のものの考え方や捉え方､
視野までも狭 くしてしまってはならない｡
｢赤｣という色からの発想は今までに多くを
見てきたが､その一言一言につき合うことに
よって様々な活動が､遊びとして始まるきっ
かけを含んでいる｡身体を通しての遊びの可
能性もあるし､紙や､テープやクレヨンを媒
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介にしての遊びもある｡ここでは､色彩-の の発想へつながる遊びは次項の ｢形の発見｣
幼児の関心とそこから知れる幼児の心情に重 に譲ることとする｡
点を置いて考察してきた｡色からの発想が形
≪葉っぱ 病気みたい 6例≫
1.この葉っぱ まだ青いのに おっこちちやってたよo ('92-104)
2.この葉っぱ 病気みたい○ ('92-126)
3.夏は この木 緑だつたのに変だな - .不思議だねo ('93-63)
4.先生､葉っぱつてどうして こんなに赤 くなるの ? ('92-79)
5.どうして 赤いのかな一〇 ('93-15)
※自然の事象の変化は､幼児にとって少なか
らず､興味を呼び視線を引きつける｡環境の
変化に気付くということは､身体的､感覚的
に感ずることを含めて大切なことである｡幼
児を取り巻く日常的な様々な出来事は､こう
した気づさが元で展開しているのである｡し
かし自然の事象の変化に対しての｢どうして｣
という素直な疑問について､これを正しい観
察結果として保育者が対応していく場面は少
ない｡そこには心情的な存在として幼児を捉
えている保育者の側面が強くあるからで ｢ど
うしてだろうね｣と問い返すことで､その場
を凌ぎ､例えば前出の ｢お化粧してる｣と言
う一語に救われることになる｡その方が遊び
としても具体的で楽しく展開できそうだから
もである｡もちろん幼児の ｢どうして｣を頻
発する時期に一々付き合っていられないこと
③ 【落ち葉の生と死】 34例
≪落ちちゃって かわいそうだね 8例≫
も事実である｡しかし ｢夏は この木 緑だ
ったのに変だな- ･不思議だね｡｣と言う時
間の経過も含めた疑問は､心情的なことはど
ちらかと言うとその時々の思いであることを
考えると､原因と結果を調べていく活動のき
っかけとして捉えなければならない｡同様に
｢この葉っぱ まだ青いのに おっこちちゃ
ってたよ｡｣も心情的に ｢かわいそうだね｣と
言う領きも出てくるが､｢どうしてかな｣と問
い返すことで原因調べが始まるきっかけにな
る｡心情を育てるあまり心情の世界をぐるぐ
る回っているばかりでは､幼児の成長はない｡
｢この葉っぱ 病気みたい｡｣も同様である｡
それは､葉っぱが落ちた原因でもあるのだが､
病気の原因捜しは幼児の活動 (遊び)の新し
いきっかけとなる筈である｡
1.どうして葉っぱ､落ちちゃうのかな｡ ('93-72)
2.寒 くなると 葉っぱが落ちるんだよ｡(川の中の葉っぱ) ('93-57)
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3.あのね､葉っぱさんは 北風と遊んでいるうちに 疲れちゃったんだって｡ ('93-61)
4.あの葉っぱ もうす ぐ落ちそうだね｡ ('92-45)
5.葉っぱ きれいなのに 落ちちゃって かわいそう｡ ('93-34)
6.この葉っぱ こんなにきれいなのに 落ちちゃって かわいそうだね｡ ('92-93)
7.この葉っぱ まだ青いのに おっこちちゃってたよ｡ ('92-104)
8.葉っぱが 水ぼうそうにかかってる｡(濡れている葉っぱ) ('92-6)
※落葉という季節による自然の現象は､幼児
に様々な思いを抱かせる｡はらはらと次から
次に落ちてくる葉を見て､雨みたい､雪みた
い (後述)と見立をしながら､葉の落ち方や
舞い方に ｢きれいだなあ-｣と感動し､嬉々
として飛び回り､落ち葉を身体を通して受け
止める｡しかし一方､はしゃぐ様な落ち葉と
の関わり合いとは違って､原因追求的な静か
な視線でこの事象を捉える関わりも出てくる｡
葉が落ちることは思ってもみなかった不思議
≪葉っぱ 死んじゃたね 9例≫
なことである｡｢どうして葉っぱ､落ちちゃう
のかな｡｣直接原因その物はさておき､落ちて
しまうことについて寄せる幼児の心情は､優
しさにあふれている｡あらかたの葉が落ちて
わずかに残っている木の葉を見上げて ｢あの
葉っぱ もうすぐ落ちそうだね｡｣と心配な気
持ちが素直に伝わってくる｡それは次の項で
見る様に､葉っぱが木から落ちることは死を
意味しているからである｡
1.この葉っぱ 死んじゃたね｡ ('93-34)
2.葉っぱさん 死んじゃったよ｡ ('92-14)
3.この葉っぱ まだ生きているよ｡ ('92-62)
4.先生､この葉っぱ あの木から落ちてきたよ｡まだ生きているのに 落ちてきちゃっ
てかわいそう｡('92-79) /('92-38)
5.葉っぱはね 木についている間は生きてるんだよ｡でも落ちると死んじゃうんだ｡
6.葉っぱは 生きてるから､落ったのしか取っちゃいけないんだよ｡ ('93-73)
7.落ちていた葉っぱをね､お水の中にいれてみたらほら､ちゃんと生き返ったよ｡
だってカサカサしていないものね｡('92-38)
8.これで首飾 り 作ったら､葉っぱ 生き返るかな｡ ('93-1) /('93-ll)
9.こっちの葉っぱは 崩れちゃうのに こっちの葉っぱは 九めても元に戻るよ｡
※きれいな葉っぱに心を動かされ､その赤や
黄色に見とれる幼児もいれば､木から落ちて
しまった葉っぱに､心配な気持ちを寄せる幼
児もいる｡幼児はアニミズム的であらゆるも
のを自己同一化して､語り掛け､返答を汲み
取り共に生きているのである｡｢この葉っぱ死
んじゃたね｡｣と言う一語には大人の感覚 とは
大分隔たりがある｡とんぼが死んだr)､かえ
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るが死んだリした時とは違って､やや戸惑い
がある｡それじゃお墓作ってやろうかとはな
らない｡幼児の感覚でも､そこは少し違いが
あるようで ｢この葉っぱ まだ生 きている
よ｡｣と見る声も出てくる｡艶やかで色鮮やか
な葉っぱは､死んじゃたとするには､ふに落
ちないのである｡どちらかと言うと ｢まだ生
きているのに 落ちてきちゃってかわいそ
う｡｣と言う心情の方が強い｡落ち葉の生死は
どんな一線を越えた時に判断されるのだろう
か｡自然の生命の持続していく仕組みは､知
的な判断としてそのうちに大手を振って色々
な物に断を下すであろう｡それはもう既に別
の幼児では確定的な事なのである｡｢葉っぱは
ね 木についている間は生きてるんだよ｡で
も落ちると死んじゃうんだ｡｣しかし､｢ちゃ
んと生き返ったよ｡｣と言う言葉に､葉っぱの
生死をめぐって幼児の判断は揺れ動 く ｢だっ
てカサカサしていないものね｡｣と言うのが死
んだ落ち葉の生き返った理由なのだが､ここ
の感覚はとても鋭く､ひょっとすると科学的
≪葉っぱの 気持ちわかる? 8例≫
に調査してみないと何とも言えないことなの
かもしれない｡つまり水の中に入れることで､
草花は活き活きと咲き続けるからである｡｢こ
っちの葉っぱは崩れちゃうのに こっちの葉
っぱは 丸めても元に戻るよ｣と言うところ
辺りに､落ち葉の生死の一線がありそうであ
る｡それは､落ち葉から枯れ葉-の変質を意
味している｡きれいな色で大事にしていた落
ち葉も､そのままに暫く日を置くと色も越せ､
艶も無くなり､持った拍子にパリパ )と割れ
てしまう枯れ葉になってしまうのである｡で
も､生物的な生死を乗り越えようと言う発想
も出てくるから驚きである｡｢これで首飾り作
ったら､葉っぱ 生き返るかな｡｣気に入った
きれいな葉っぱは何かほかの役に立つことで
生き返るのでは､と言う思いは､余 りにもア
ニミズム的ではあるか保育者にとっては好都
合な一語で､首飾りや腕輪や冠やベルトなど
と思いつく物を並べ立てて制作活動に熱中さ
せることができる｡
1.その木 生きているんだから 葉っぱ取ったら痛いって泣くよ｡ ('93-38)
2.葉っぱ 生きているのに つぶしたらかわいそう｡ ('93-107)
3.お花 元気なくなっちゃったね｡ ('93-33)
4.お花 もう捨てちゃうの ? ('92-72)
5.かわいそうだね｡(落ち葉を見て) ('93-41)
6.葉っぱ みんな枯れちゃったんだね｡ ('93-97)
7.この菓 捨てちゃうの ? 葉っぱの 気持ちわかる? ('93-1)
8.落ち葉 捨てちゃうの ? 落ち葉さん 泣いているよ｡('92-93)
※物言わぬ植物とあたかもお話でも出来るか
のように､その時々の状況を心配し気づかい､
そればかりか行動や態度を規制するような雰
囲気さえある｡動物との触れ合いに於ては当
然のことで､我々大人でも話し掛けたり､心
配の言葉を掛けたり､ペットの動物であれば
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なおの事しばしばそうである｡こうした言葉
を聞くと､木や花や葉っぱも幼児にとっては､
うさぎや､山羊や､犬等と一緒で生き物とし
ては変わらないように見える｡しかし､生き
物として同じように捉えているかは不明であ
る｡木や花や葉っぱは､当然動物とは違うも
のとして捉えているはずである｡たとえ､チ
ューリップを描いて､目や鼻､口を描き込ん
でも猫の目や鼻､口とは違うのである｡それ
は気持ちを寄せるという､わずかそのことで
自己との同一化を表わしたものなのである｡
Jレ情という､気持ちや､時々の思いを寄せる
事柄は､剃那剃郡で情動的で､時に不安定な
情緒を伴う｡それ故にこそ､また心情とも言
《木が さみしそうだね 9例≫
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えるのである｡それは､生き物ばかりを対象
にしてこうした言葉が出てくるばかりでなく､
本や､スリッパや身の回りのあらゆる物に｢痛
いって泣くよ｣｢泣いてるよ｣と言う心情を見
せるのである(後出)｡こうした言葉の一つ一
つは､確かに貴重で幼児の物に寄せる気持ち
を表しているのだが､どちらかと言うと一過
性の強いもので事のほか取り立てて大切にし､
その意をくみ取ってというわけには行かない
であろう｡もちろん､否定する事は論外であ
るが､行動や態度を規制するような面がある
とすれば､やんわり受け止めて別の言い回し
で気持ちを変えていく事が必要になろう｡
1.先生あの木とっても寒そうだよ｡ ('92-41)
2.木が裸になっちゃた｡ ('93-106､'92-100)
3.この木 さみしそう｡ ('93-29)
4.この木 葉っぱがなくなっちゃて かわいそうだよ｡ ('93-63)
5,木が さみしそうだね｡ ('93-133)
6.木､寒そうだね｡ ('93-4)
7.木が 泣いているよ｡(風に揺れる木､普)('93-28)
8.木が裸になっちゃて寒そうだね｡ ('92-10)
9.あの木丸坊主になっちゃたね｡(葉の落ちた木を見て)('92-41､9)
※葉っぱの命がなくなることは､落ち葉から
枯れ葉という変化の中で段々納得されていく
ことであろう｡しかし､葉っぱを落とした木
々の姿は､幼児にまた別の感興を誘う｡｢木が
裸になっちゃた｣は有りのままの言葉とも言
えるのだが､あの何千枚､何万枚の葉っぱは､
木の洋服であったのである｡緑の洋服から､
赤や黄色の洋服に衣替えした後で､さっさと
裸になった木は時節柄やはり寒そうである｡
冷たい風に吹かれてヒュ-ヒュ-となる木の
枝の音に､耳を傾けて ｢木が泣いているよ｡｣
と言う幼児の細やかな心情は貴重なものであ
るDいつも見慣れた親しみのもてる木の存在
は､季節季節にその命の姿を変えて子供たち
に語りかける｡いや､語りかけるのは幼児の
方である｡幼児にとって自然の環境の持つ意
味は､たんばばであれ､自つめくさであれ､
桜の木であれ､幼児の話し相手なので凍)る｡
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しかも､時に目を見張るほどに色や形を変え
不思議さを持った相手なのである｡｢さみしそ
うな木｣という発想は､確かに心情的な意味
から出ているように思えるが､木のその枝振
りによっては造形的な形とも相まって表現さ
れた言葉でもあろう｡お話や､物語､絵本や
紙芝居は幼児の心情の世界の集約であろうが､
架空現実で遊ぶことができる幼児にとっては､
葉を落として枝を広げている木の存在は､豊
かな心情を育てる大切な環境である｡
(未了 次号-続 く)
